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亀岡市の概要１（地理）

・京都市の西隣に位置
・ＪＲ京都駅から快速で21分、嵐山駅から８分
・高速道路網で大阪府・兵庫県と結ばれている
利便性の高い立地環境

・人口 87,057人（2022.12.1時点）
・秋から春にかけて、霧に包まれる霧のまち
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亀岡市の概要2（農業）

古くから大嘗祭の奉祝田を務めるなど
京都の穀倉地帯、京の台所として知られる
今年も新嘗祭の献穀地となった
京料理に欠かせない京野菜の一大生産地
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これまでの取り組み（環境先進都市に向けて）6

プラごみゼロ

• 保津川下り船頭さんによる清掃活動（2004）

• 内陸部の自治体初 海ごみサミット（2012）

• プラスチック製レジ袋提供禁止（2021）

カーボンマイナスプロジェクト

• バイオマスを活用した炭素埋設農法

• 野菜を「クルベジ®」と名付け、ブランド化

• 排出権取引の対象（J－クレジット）へ

かめおか霧の芸術祭

• 亀岡を包む「霧」を象徴として捉えた芸術祭

• 農家との連携事業も展開



これまでの取り組み（有機農業）

生産者への補助制度の創設

• 有機ＪＡＳ認証取得支援

• 土壌診断補助

給食への有機野菜・米導入

• 自然保育を実施する４園に野菜提供

• 保津小学校で有機米提供

オーガニックを進める団体との連携

• 亀岡オーガニックアクション（有機米栽培）

• かめまる有機給食協議会（有機野菜提供）

亀岡市の有機農業への取り組みはまだ始まったばかり。これまでに取り組んだこと

7



目次

これまでの取り組み

亀岡市の概要

これからの取り組み

8



国の動き（みどりの食料システム戦略）

有機農業の市場は急速に拡大中。

有機農業を希望する就農希望者増加。
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新規就農74名中24名が有機農業実践



亀岡市有機農業推進実施計画（2023～2027） 10

地産地消・給食への展開拡大

•有機給食の推進組織の設立

•学校給食への有機米導入拡大

•給食への導入品目などを検討し、重点的に生産拡大

育成プログラム

•有機農業を学ぶプログラムの検討・決定、運営

•プログラム修了者の伴走支援

•交流イベントの開催

独自認証制度

•亀岡市独自認証制度の検討

市民参加と京都・亀岡保津川公園

•有機農業の拠点としての活用検討

オーガニックビレッジ宣言（2/12）
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【お問い合わせ先】
亀岡市産業観光部農林振興課
食農ブランド係
〒621-8501
京都府亀岡市安町野々神８
℡：0771-25-5036（直通）
FAX：0771-25-4400
MAIL：Keizai-soumu@city.kameoka.lg.jp


